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はじめまして、信濃町です。
ここは、小さな町です。

でも、山は高く、湖は深く、どのまちよりも広い空間があります。

外に出て、ほんの少し歩いただけで、森の息遣いと水の響きを感じられます。

霞の向こうにみる萌木。ひさしから覗く星空の下の涼風。

霧の立ち込める紅葉の径。誰もが童心にかえる白い雪。

豊かな自然と私たちに会いに来てください。

ここは、日本の真ん中、長野県北部にある町、信濃町です。

Welcome to 

    Shinanomachi.
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雪解けの、春。

水面 きらめく夏。

Spring aft
er

       all 
the snow melts.

Summer with water 

   glisteni
ng in the sunlight .
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黄金色に包まれて。

山が呼んでいる。

あったかい、雪国の暮らし。

Mountains ar
e covered

       with golden co
lor

and calli
ng you.

The warm life

      in th
e snowy country.
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諏訪神社・一茶句碑

一茶の母の家跡

観光案内所

道の駅しなの
総合情報センター

黒姫駅

信濃町IC

上信越自動車道
一茶記念館

明専寺

一茶の墓

長野県上水内郡信濃町柏原2437- 2
TEL.026 -255 -3741  
開館期間：3月20日〜11月30日
※冬期も年末年始を除き平日のみ
　見学可能。
開館時間：午前 9時〜午後 5時
休 館 日：5・6・9・10月末日

（土・日曜、祝日の場合は翌日）
http://www.issakinenkan.com

11

一茶記念館

I N F O R M A T I O N

　

そ
ん
な
一
茶
が
江
戸
で
の
俳
諧
師
暮

ら
し
を
終
え
、
長
い
漂
泊
の
末
に
信
濃

町
に
戻
っ
た
の
が
50
歳
の
頃
。
そ
の
時

に
詠
ん
だ
句
が
、
よ
く
知
ら
れ
る
「
是

が
ま
あ 

つ
ひ
（
終
）
の
栖
（
す
み
か
）

か 

雪
五
尺
」
で
す
。
五
尺（
約
１
５
０

cm
）
も
雪
が
降
り
積
も
っ
て
い
る
も
の

の
、
よ
う
や
く
安
住
の
地
に
た
ど
り
着

き
、
終
の
住
処
も
手
に
入
れ
て
永
住
を

決
意
し
た
心
境
が
感
じ
取
れ
ま
す
。
一

茶
の
魅
力
は
、
こ
の
よ
う
に
自
分
の
人

生
や
境
遇
を
俳
句
に
し
た
境
涯
句
か

ら
人
間
味
が
に
じ
み
出
る
と
こ
ろ
。
江

戸
時
代
に
は
珍
し
い
と
さ
れ
た
庶
民
の

目
線
で
詠
ん
だ
句
は
今
も
昔
も
賛
否

両
論
あ
り
ま
す
が
、
ほ
か
に
は
真
似
で

き
な
い
、
一
茶
だ
か
ら
こ
そ
の
面
白
み

や
心
の
余
裕
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

こ
そ
が
、
一
茶
の
才
能
で
あ
り
個
性
な

の
で
す
。 戸

時
代
に
信
濃
町
で
農
民
の
子

と
し
て
生
ま
れ
、
親
し
み
や
す

い
俳
句
か
ら
多
く
の
庶
民
の
共
感
を

得
た
一
茶
。
江
戸
時
代
に
現
れ
た
自

然
主
義
の
文
学
者
だ
っ
た
と
も
評
さ

れ
、
自
由
主
義
が
花
開
い
た
大
正
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
、
そ
の
句

が
教
材
と
し
て
国
定
教
科
書
に
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
故
郷
を
詠
ん
だ
句
も

多
く
、
と
り
わ
け
雪
や
厳
し
い
冬
の

自
然
の
捉
え
方
に
は
独
自
性
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
一
茶
が
江
戸
に

い
た
頃
に
よ
く
巡
っ
て
い
た
温
暖
な
房

総
半
島
に
比
べ
、
冬
に
な
る
と
大
雪

が
降
る
信
濃
町
は
痩
せ
た
土
地
で
暮

ら
し
が
厳
し
く
、
一
茶
い
わ
く
「
下
下

の
下
国
」。「
都
人
（
み
や
こ
び
と
）
は

雪
が
降
る
と
『
枯
木
に
花
が
咲
い
た

よ
う
だ
』
と
喜
ぶ
が
、柏
原
（
信
濃
町
）

で
は
そ
ん
な
雅
な
気
持
ち
は
起
こ
ら

ず
、雪
が
降
る
と
『
悪
い
も
の
が
降
る
、

白
い
も
の
が
降
る
』
と
人
々
が
忌
み

嫌
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
文
章
も
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
続
い
て
「
初
雪
を 

忌
々

し
い
と 

夕
べ
か
な
」
と
詠
ま
れ
た
句

に
は
、
こ
の
地
で
暮
ら
す
人
間
に
し

か
作
れ
な
い
実
感
が
こ
も
っ
て
お
り
、

一
見
す
る
と
地
元
を
腐
す
よ
う
な
悲

哀
も
。
し
か
し
、
地
元
の
誰
も
が
共
感

す
る
心
情
を
あ
え
て
句
に
し
た
の
は
、

そ
の
根
底
に
、
や
は
り
故
郷
へ
の
愛
着

が
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

俳諧連歌が盛んだった江戸時代のなかで、
松尾芭蕉、与謝蕪村とともに「三大俳人」に数えられている小林一茶。
その俳句は、生まれ故郷の信濃町と切っても切り離せない関係なのです。

信濃町には一茶に関わる建物や句碑がたくさんあります。
一茶に思いを馳せながら巡ってみませんか。

信濃町が生んだ俳人、小林一茶。信濃町が生んだ俳人、小林一茶。小林一茶に想いを馳せて

小丸山公園

小林一茶旧宅
65 歳の時に大火で母屋を
失い、焼け残った土蔵に
移り住んで生涯を終えた
一茶の終の住処。昭和 32

（ 1957）年に国史跡に指定
されています。

一茶記念館のある小高い丘で俳諧寺、一茶の墓や
数々の句碑があります。小丸山を少しのぼったとこ
ろにある句碑は、一茶 125 回忌（19 51 年）を記念し
て建てられました。紅葉の時期がおすすめ。

晩夏に真っ白な花が咲くそば畑を見て、故郷の
一面の雪景色を思い出し、「まだ夏なのにもう
すぐ冬が来て嫌だ」という気持ちを詠んだ句。

しなの路や そばの白さも ぞっとする

「ほちゃほちゃ」は一茶の独特の表現で、温かみも
感じる音。「在所」は故郷を指し、大粒のふんわり
した雪に包まれた信濃町を表しています。

ほちゃほちゃと 雪にくるまる 在所かな

江

一茶の多くの作品を中心に、模型やアニメも使って生涯と文学を紹介する「一茶記念館」。年 3 回ほどの企画展も開催さ
れます。一番の注目ポイントは、マルチタレントのリリー・フランキーさんが吹き替えをした音声ガイド。約 1 時間と
ボリュームたっぷりで、好評を博しています。また、学芸員の渡辺洋さんは一茶に関するあらゆる質問に答えています。

九輪草 四五りん草で 仕廻（しまい）けり
9 つの輪を串刺しにしたような形の九輪草も、寒くやせた信濃町では
4 つか 5 つの輪しかできない、気候のよい土地のどんな植物もみんな
姿が変わってしまう、と自虐交じりに詠んだ句。

33

一茶記念館
no.

SHINANO MACHI

DONNA MACHI

猫館長

22俳諧寺（一茶佛堂）

明治 43（1910）年、地元有志によ
り一茶の墓守を置く目的で建てら
れ、「一茶佛（おもかげ）堂」ともよ
ばれます。「俳諧寺」とは一茶の庵
号で、句会や一茶まつりの会場に
も使用されました。格天井にはこ
こを訪れた俳人・文人たちが揮毫
した句が残されています。

長野県上水内群信濃町柏原 2437- 2

長野県信濃町柏原48

長野県上水内群信濃町柏原 2437- 2
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姫
山
を
間
近
に
望
み
、
風
光

明
媚
な
自
然
が
広
が
る
黒
姫

高
原
の
「
黒
姫
童
話
館
」。
ア
ン
デ

ル
セ
ン
や
グ
リ
ム
童
話
な
ど
も
含
む

国
内
外
の
名
作
と
、
そ
れ
ら
の
制
作

の
根
底
に
流
れ
る
民
話
や
伝
承
を
含

め
た
物
語
ま
で
展
示
・
紹
介
す
る
施

設
と
し
て
、
平
成
３
（
1
9
9
1
）

年
に
誕
生
し
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、

信
濃
町
の
初
代
町
長
・
松
木
重
一
郎

と
児
童
文
学
作
家
・
坪
田
譲
治
の
交

流
に
あ
り
ま
す
。
第
二
次
大
戦
前
、

野
尻
湖
や
黒
姫
山
麓
を
訪
ね
た
坪
田

は
美
し
い
景
観
や
豊
か
な
自
然
、
純

朴
な
人
々
を
親
し
み
、
大
戦
末
期

に
は
戦
渦
を
逃
れ
て
し
ば
ら
く
滞
在

も
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
40

年
代
に
入
り
、
松
木
町
長
が
中
心
と

な
っ
て
黒
姫
高
原
の
開
発
を
進
め
る

な
か
で
、
坪
田
と
松
木
町
長
の
親
交

が
生
ま
れ
た
の
で
す
。
坪
田
が
友
人

の
絵
本
画
家
・
赤
羽
末
吉
が
ア
ト
リ

エ
と
な
る
場
所
を
探
し
て
い
る
と
松

木
町
長
に
相
談
す
る
と
、町
長
は「
自

由
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
黒
姫
高
原

を
紹
介
。
そ
の
流
れ
か
ら
、
い
わ
さ

き
ち
ひ
ろ
、
い
ぬ
い
と
み
こ
、
坪
田

の
教
え
子
で
あ
る
松
谷
み
よ
子
な
ど

活
躍
中
の
童
話
作
家
・
画
家
た
ち
が

次
々
と
こ
の
地
に
別
荘
を
建
て
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
折
、
町
で
は
黒
姫
高
原
に

の
中
で
疲
れ
た
心
身
を
回
復

さ
せ
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー
。
自

律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
た
り
血

圧
を
低
下
さ
せ
た
り
と
、
科
学
的
な

面
か
ら
も
そ
の
効
果
が
実
証
さ
れ
て

い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
が
広
が
る
信

濃
町
で
は
、
森
が
も
つ
力
に
い
ち
早

く
注
目
し
、
２
０
０
６
年
に
は
林
野

庁
が
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」
第
１

号
の
ひ
と
つ
に
認
定
。「
森
林
メ
デ
ィ

カ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
」
が
森
を
案
内
し
、

「
癒
し
の
森
の
宿
」
で
ゆ
っ
く
り
と

過
ご
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
、
町
を

あ
げ
た
「
癒
し
の
森
事
業
」
を
長
年

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
に
先
立
つ
時
代

か
ら
、
町
で
は
心
や
体
を
癒
す
た

め
に
森
を
活
用
す
る
取
り
組
み
を

始
め
て
い
た
の
で
す
。
背
景
に
あ

る
の
が
、
周
辺
市
町
村
と
の
合
併

構
想
が
浮
上
し
た
際
、
自
然
を
利
用

し
た
新
た
な
事
業
展
開
で
合
併
を
せ

ず
乗
り
越
え
よ
う
と
話
し
合
わ
れ
た

町
民
有
志
の
集
ま
り
。
同
時
に
、
町

で
自
然
保
護
活
動
を
し
て
い
た
C.

W.

ニ
コ
ル
さ
ん
も
、
医
療
や
福
祉

で
森
歩
き
が
利
用
さ
れ
て
い
る
欧
米

の
現
状
を
長
野
県
に
伝
え
ま
し
た
。

そ
し
て
県
で
心
と
体
の
健
康
に
向
け

た
森
の
活
用
が
事
業
化
さ
れ
、
信
濃

町
で
「
癒
し
の
森
事
業
」
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
町
で
は
受
け
入
れ
体
制
を

整
え
、
森
林
の
遊
歩
道
や
宿
泊
施

設
な
ど
を
整
備
。
町
独
自
の
「
癒
し

の
森
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
で
き

る
「
森
林
メ
デ
ィ
カ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー

養
成
講
座
」
は
毎
年
開
講
し
、
延
べ

1
7
0
人
ほ
ど
の
受
講
人
数
の
う

ち
、
現
在
は
約
20
人
が
ト
レ
ー
ナ
ー

と
し
て
ス
ト
レ
ス
社
会
に
生
き
る
現

代
の
人
々
を
癒
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

受
講
生
は
自
主
勉
強
グ
ル
ー
プ
「
信

濃
町
森
林
療
法
研
究
会
ー
ひ
と
と
き

の
会
ー
」
を
立
ち
上
げ
、
自
然
を
生

か
し
た
多
彩
な
企
画
を
町
民
に
向
け

て
も
提
供
。「
癒
し
の
森
の
宿
」
で

は
地
元
食
材
の
提
供
や
周
辺
の
森

林
整
備
を
進
め
る
な
ど
、「
癒
し
の

森
事
業
」
が
ま
ち
づ
く
り
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

信濃町大字大井2742 -2041
TEL.026 -255 - 5925
 （受付：午前9時〜午後 5時）
http://iyashinomori.main.jp

長野県上水内郡信濃町野尻3807-30
TEL.026 -255 -2250  
開館期間：4月 5日〜11月30日

（冬期休館 12月1日〜4月 4日）
開館時間：午前 9時〜午後 5時

（最終入館午後 4時 30分）
休 館 日：5・6・9・10月の末日

（日曜、祝祭日の場合は翌日）
http://douwakan.com

黒姫童話館・童話の森ギャラリー

しなの町 Woods-Life
 Community

森の力を利用し取り組む、

「癒しのまちづくり」 童話作家とのつながりから生まれた「黒姫童話館」

文
学
と
芸
術
と
自
然
が
一
体
と
な
っ
た
空
間
。

文
学
と
芸
術
と
自
然
が
一
体
と
な
っ
た
空
間
。

森

黒

て
町
立
施
設
の
建
設
案
が
浮
上
。
コ

ン
セ
プ
ト
は
「
童
話
」
に
決
ま
っ
た

も
の
の
、
建
設
に
向
け
て
は
数
々
の

難
題
に
直
面
し
た
の
で
す
。
そ
れ

で
も
当
時
の
町
の
担
当
者
は
一
つ
ひ

と
つ
の
課
題
に
対
し
て
丁
寧
に
対
応

し
、
最
終
的
に
は
信
州
児
童
文
学
協

会
の
協
力
も
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
施
設
で
は
世
界
の

著
名
作
家
も
紹
介
し
よ
う
と
、
展
覧

会
の
た
め
に
来
日
し
て
い
た
ド
イ
ツ

の
児
童
文
学
家
・
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ

ン
デ
に
構
想
を
相
談
。
共
感
し
た

エ
ン
デ
の
協
力
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
国

内
に
次
い
で
最
も
エ
ン
デ
に
ま
つ
わ

る
資
料
が
揃
う
施
設
と
な
っ
た
の
で

す
。
こ
う
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
多

く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
「
黒
姫

童
話
館
」。
訪
れ
る
人
々
を
童
話
の

世
界
へ
と
誘（
い
ざ
な
）っ
て
い
ま
す
。

I N F O R M A T I O NI N F O R M A T I O N

童話の森
02no.

SHINANO MACHI

DONNA MACHI

癒しの森
03no.

SHINANO MACHI

DONNA MACHI

1

234

妙高戸隠連山国立公園内の黒姫高原に位置し、周辺では散策や絵画なども楽しめる「黒姫童話館」。用意されている童話
や絵本は館内で自由に読めるほか、「森の図書館」の本は周囲の草原や「童話の森」で読むこともできます。また、館内
では黒姫高原で創作を続ける絵本作家・大友康夫の作品も紹介。現代の作家との交流も楽しめます。

昔から保養地として愛され、林間学校などで子どもたちを受け入れて
きた歴史もある信濃町。1 泊 2 日の「癒しの森」のプログラムでは、利
用者は「癒しの森の宿」で過ごし、翌日、「森林メディカルトレーナー」
と森を歩きます。小川の冷たい水に足を浸けたり、森でヨガの体験を
することで五感が刺激され、心や体が癒されています。

コ
コ
ロ
と

コ
コ
ロ
と

カ
ラ
ダ
を

カ
ラ
ダ
を

い
や
す
森
。

い
や
す
森
。
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新
た
な
博
物
館
の
見
ど
こ
ろ
の

ひ
と
つ
が
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
発
掘
や
科
学
に
興
味
を
も
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
考
え
た
体
験
ス
ペ
ー

ス
。
駐
車
場
だ
っ
た
場
所
に
建
物
を

増
築
し
、
発
掘
体
験
な
ど
が
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
１

階
の
収
蔵
庫
を
整
え
、
２
階
だ
っ
た

入
り
口
を
１
階
に
す
る
こ
と
で
、
よ

り
訪
れ
や
す
い
雰
囲
気
に
。
さ
ら
に

地
域
活
性
化
の
中
心
基
地
と
し
て
、

観
光
客
に
向
け
た
情
報
発
信
ス
ペ
ー

ス
も
設
け
ま
し
た
。
加
え
て
地
元

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
り
、

ア
ー
ト
の
要
素
も
追
加
。

　

と
は
い
え
、
そ
う
い
っ
た
案
内
は
、

実
は
ど
こ
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
の

で
す
。
知
る
人
ぞ
知
る
マ
ニ
ア
ッ
ク

な
空
間
。
そ
れ
こ
そ
が
こ
の
博
物
館

の
最
大
の
魅
力
か
も
!?

河
時
代
に
中
国
大
陸
か
ら
日

本
に
渡
り
、
日
本
列
島
で
進

化
を
遂
げ
絶
滅
し
た
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
。

50
年
以
上
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
野

尻
湖
発
掘
調
査
で
は
、
小
・
中
学
生

も
含
め
全
国
に
会
員
が
広
が
る
「
野

尻
湖
友
の
会
」
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

46
頭
分
も
の
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
化
石

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果

を
展
示
・
収
蔵
し
研
究
す
る
目
的
で
、

会
員
の
熱
望
に
よ
り
１
９
８
４
年
に

設
立
さ
れ
た
の
が
「
野
尻
湖
ナ
ウ
マ

ン
ゾ
ウ
博
物
館
」。
大
規
模
発
掘
は
２

年
に
一
度
で
、
毎
回
必
ず
化
石
が
出

土
す
る
た
め
、
こ
の
博
物
館
は
小
さ

い
な
が
ら
も
常
に
進
化
す
る
世
界
的

な
博
物
館
な
の
で
す
！

　

野
尻
湖
発
掘
調
査
の
目
的
の
ひ

と
つ
は
、
寒
暖
差
の
大
き
い
氷
河
時

代
に
環
境
に
応
じ
て
進
化
し
て
き

た
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
が
な
ぜ
絶
滅
し
た

か
、
と
い
う
謎
を
探
る
こ
と
。
最
大

の
ポ
イ
ン
ト
が
野
尻
湖
人
の
存
在
で

す
。
野
尻
湖
で
は
人
類
が
作
っ
た
と

思
わ
れ
る
石
器
や
骨
器
が
見
つ
か
っ

て
お
り
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
絶
滅
に

人
類
の
関
与
が
証
明
で
き
る
日
本
唯

一
の
場
所
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

そ
の
調
査
を
続
け
る
べ
く
、
将
来
に

向
け
て
持
続
可
能
な
博
物
館
で
あ
る

た
め
に
、
２
０
１
８
年
に
大
き
な
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

長野県上水内郡信濃町野尻287- 5
TEL.026 - 258 - 2090  
開館期間：3月 20日〜11月30日

（冬期も年末年始を除き見学可能）
開館時間：午前 9時〜午後 5時
休 館 日：5・6・9・10月の末日

（日曜、祝祭日の場合は翌日）
http://nojiriko-museum.com

野尻湖ナウマンゾウ博物館

I N F O R M A T I O N

進化し続ける、手作りの博物館。進化し続ける、手作りの博物館。

4 万年前と
現在の信濃町がひとつに

ここにしかない！ 
ゾウの進化図

アートな仕掛け
いろいろ体験コーナー

進化し続ける
発掘調査参加者名簿

氷河時代の野尻湖を
リアルに再現

約 4 万年前のナウマンゾウの化石が出土する野尻湖畔の「野尻湖ナウマンゾウ博物館」は 、
発掘のたびに、発見された化石が展示に加わる “ 進化し続ける博物館 ”。

2 018 年にはリニューアルし、ますますパワーアップしました！

体験コーナーにもアーティスト
のアイデア多数。ヘラジカなど
の頭部とツノを合わせる体験で
は、正解するとシカの目が開く
仕掛けです。

2 階への階段にあるゾウの進化
図は、野尻湖小学校を卒業した
現代アーティストが制作。過去
の文献を研究し尽くした館長の
監修による自信作。

1 階の観光情報発信スペース。
壁画は 4 万年前と現在の信濃町
の地図を重ね合わせて暮らしを
リアルに再現したもので、アー
ティストの手描き。

名簿にはこれまで発掘調査に参
加した約 2 万人の名前が。発掘
は太古に思いをはせることで想
像力が豊かになり、日々のスト
レス発散にも。

アカシカの皮を石器で切ってなめ
し穴を開け、シカのアキレス腱で
縫った服とイノシシ歯の装具を着
けて氷河期の絵の前で撮影すれば
SNS 映え必至！

ナウマンゾウとオオツノジカの復
元像は壮観。ゾウの警戒音である
高音の鳴き声と仲間を呼ぶ低周波
を大音量で聞ける貴重なウーハー
スピーカーも。

氷

 博物館の 見所はここ！
こだわり衣装で
野尻湖人になろう！ 123456

展示室のナウマンゾウの歯の化石は実際に触ることもできます。実物大のナウマンゾウやオオツノジカの像は発掘データを
基にアーティストが復元し、襲ってきそうなほどの大迫力。体験コーナーでは砂に埋もれた化石の発掘体験も楽しめます。

ベレー帽のような頭の
出っ張りとねじれた太
く鋭いキバがナウマン
ゾウの特徴。日本でナ
ウマンゾウを初研究
したナウマン博士の名
が名称の由来です。

野尻湖では約 4 万年
前のオオツノジカの
骨の化石も大量に発
掘され、当時の植物
や貝、昆虫化石もあ
り、信州の氷河時代
を総合的に知ること
ができます。ナウマンゾウ オオツノジカ

ナウマン博士

no . 04
SHINANO MACHI

DONNA MACHI

野尻湖
ナウマンゾウ

博物館

ナウマンゾウって
どんなゾウ？



童話の森

ペット同伴可能な飲食店
黒姫童話館＆
童話の森ギャラリー

御鹿池周辺
見渡す限り森と草原が広がる「童話の
森」ではのんびりお散歩したり、お昼
寝したりとゆったりとした時間を愛犬
と過ごすことができます。

ドッグランのすぐ隣にはテラス席ペット
同伴可能な蕎麦屋とカフェがあります。
ドッグランで遊んだら腹ごしらえ！

ドッグランから徒歩圏内の、愛犬と過ごせるスポットをご紹介！
※ドッグラン以外ではリードを着用し、フンは必ず持ち帰りましょう！

至 信濃町ＩＣ

高原の自然の中に童話や絵本がいっぱ
い。喫茶やショップもありゆっくり楽
しめます。入口にはリードをつなぐフッ
クもあります。

童話館から御鹿池へと続く道
は遊歩道が整備され、小川や
リュウキンカの群生地なども
あり、自然を満喫できます。

1
1

2 4

黒姫高原ドッグラン

3

1415

た
ん
）」
を
営
み
、
４
人
の
メ
ン
バ
ー

で
は
唯
一
犬
を
飼
っ
て
い
る
有
江
重

毅
さ
ん
。
ド
ッ
グ
ラ
ン
開
設
の
発
起

人
で
も
あ
り
ま
す
。
４
人
で
北
信
地

域
一
帯
か
ら
新
潟
県
上
越
市
ま
で
の

ド
ッ
グ
ラ
ン
を
見
学
し
、
人
に
も
犬

に
も
適
し
た
広
さ
や
地
形
を
検
討
。

そ
し
て
、
恵
ま
れ
た
自
然
を
生
か
し

た
信
濃
町
に
し
か
な
い
ド
ッ
グ
ラ
ン

を
作
ろ
う
と
、
材
料
集
め
に
奔
走

し
、
黒
姫
高
原
の
傾
斜
地
を
利
用
し

た
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
す
る
と
す
ぐ
に
想
像
を
遥

か
に
超
え
る
集
客
が
あ
り
、
さ
ら
に

評
判
は
口
コ
ミ
で
広
が
っ
て
、
年
々

集
客
は
増
え
て
い
る
の
だ
と
か
。
利

用
者
を
中
心
に
協
力
者
も
増
え
、
い

ま
や
地
域
に
根
ざ
し
た
ド
ッ
グ
ラ
ン

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

０
１
７
年
春
、
黒
姫
高
原
に

ド
ッ
グ
ラ
ン
が
誕
生
し
ま
し

た
。
約
３
０
０
０
㎡
の
広
々
と
し
た

自
然
の
丘
陵
地
を
生
か
し
た
全
面
芝

生
の
施
設
で
、
中
・
小
型
犬
専
用
ス

ペ
ー
ス
も
設
置
。
黒
姫
山
を
間
近
に

望
む
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
よ
く
、
利
用

料
は
無
料
と
あ
っ
て
、
近
隣
市
町
村

は
も
ち
ろ
ん
、
関
東
圏
か
ら
も
多
く

の
愛
犬
家
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

設
立
し
た
の
は
、
黒
姫
高
原
を
愛

す
る
有
志
か
ら
な
る
「
黒
姫
高
原
ブ

ラ
ン
ド
倶
楽
部
」。
そ
の
な
か
で
も
４

人
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
「
倶
楽
部
で
町
有
地
を
借
り
、
犬

が
自
由
に
遊
べ
て
人
が
集
ま
る
施
設

を
作
ろ
う
と
、
２
０
１
６
年
に
動
き

始
め
ま
し
た
。
た
だ
、
資
金
が
全
く

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
杭
や
扉
、
ベ

ン
チ
を
作
る
た
め
の
木
材
は
、
町
内

の
間
伐
材
や
廃
材
な
ど
を
探
し
た

り
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
に
防
護
ネ
ッ

ト
を
無
料
で
譲
っ
て
も
ら
っ
た
り
。

４
人
で
手
分
け
し
て
１
年
間
動
い
た

結
果
、
資
金
ゼ
ロ
円
で
完
成
し
た
奇

跡
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
で
す
」

　

こ
う
話
す
の
は
、
黒
姫
高
原
で

「
TA
B
I

 

YA
D
O 

Rantan（
旅
宿
ら
ん

２

愛犬と一緒に愛犬と一緒に

ドッグラン周 辺をご案内

信濃町へ！信濃町へ！

広いスペースは全ての犬が利用でき、隣接する中・小型犬専用スペー
スは利用者のニーズに応じて 2018 年に新設されたました。2019
年はのべ 4500 匹の犬と約 1 万人もの利用者があったそう。

黒姫高原のペンション経営者
や観光業者、イベント主催者
等で編成され、ドッグランを
作った 4 人は気のおけない仲
間。資材集めのほか、重機の
稼働や土地利用の申請手続き
など、各自が得意分野で力を
発揮しました。

犬も人もみんなで遊べちゃいます。

メンバーの 1 人が営むドッグラン隣の「キッ
チンカフェ茶房主」で犬も一緒に一休み。

大型犬も全力で
走り回れます！

長野県上水内郡信濃町野尻2151- 21
利用期間：GW～11月末（冬期閉鎖）
利用時間：9：00〜17：00
駐車場：周辺 1000台あり
※周辺の観光案内については信濃町観光
　案内所（026-255 -3226）まで
※管理人は常駐しておりません

黒姫高原ドッグラン

黒姫高原ブランド倶楽部

有
志
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

黒
姫
高
原
ド
ッ
グ
ラ
ン

I N F O

い いろ ろほ か に も 、 楽 し み 方

野尻湖を泳いだり、愛犬と一緒に
カヌーや SUPを楽しめます。

受入れ可能な犬の大きさなどは宿泊施設などにより異なります。詳しくは ▶ 信濃町観光案内所［026 - 255 - 3226］・信濃町総合情報センター［026 - 255- 6677 ］

キャンプやコテージ、ペンションな
ど犬と一緒に泊まれる施設も。

2

5

水 あそび

泊 まる

ふかふかの雪でじゃれ合う。飼い主
も一緒に雪あそびで雪まみれ！

テラス席ペット同伴可能な飲食店
もあるのでご安心ください。

3

6

雪あそび

わんこも一緒に

楽しめる！

食べる

大 自 然 の 森 林 浴 は 犬 も リ フ レ ッ
シュすること間違いなし！

野尻湖を周遊する遊覧船で心地よ
い風を愛犬と感じましょう！

1

4

森 あそび

遊 覧 船

2

1

3

4
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